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こ
の
度
は
か
ら
ず
も
、
わ
が
「
心
の

故
郷
」
追
手
門
学
院
に
再
び
学
長
と
し

て
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

思
い
か
え
せ
ば
十
年
前
、
学
院
長
・
学

長
を
併
せ
て
拝
命
し
た
と
き
は
身
に
余

る
光
栄
と
感
じ
つ
つ
も
浅
学
菲
才
の
身

に
果
し
て
、
百
余
年
の
輝
か
し
い
伝
統

を
守
り
、
そ
の
職
責
を
充
分
果
し
う
る

か
、
一
抹
の
不
安
、
危
惧
の
念
を
抱
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
懸
念
も
、
山
桜
会
の

皆
々
様
、
各
界
で
御
活
躍
の
同
窓
生
各

位
の
御
好
意
溢
れ
る
御
支
援
に
よ
っ
て

旬
日
を
待
ず
し
て
解
消
し
、
大
変
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
前
の
在
任
六

年
間
に
、
学
院
発
展
に
い
さ
さ
か
の
貢

献
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
山

桜
会
の
皆
様
方
の
お
力
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
感
謝
の
念
を
片
時
も
忘
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
御
存
知
の
よ
う
に
、
私
学
は

す
で
に
氷
河
期
に
突
入
し
、
少
子
化
に

伴
う
学
校
間
競
争
が
ま
す
ま
す
激
化
す

る
一
方
、
私
学
に
対
す
る
種
々
の
社
会

的
要
請
の
高
度
化
と
複
雑
化
へ
の
対
応
、

と
り
わ
け
教
育
水
準
の
維
持
向
上
と
地

域
社
会
発
展
へ
の
一
層
の
貢
献
と
い
っ

た
役
割
増
大
の
中
で
、
い
か
に
競
争
に

勝
ち
残
る
か
、
そ
れ
が
わ
が
追
手
門
学

院
の
当
面
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
課
題
に
対
処
す
る
に
は
、
ま
ず

何
を
お
い
て
も
教
職
員
全
員
が
「
和
」

を
も
っ
て
結
束
し
、
建
学
以
来
の
独
立

自
彊
の
精
神
の
下
、
自
主
、
自
由
、
自

立
の
教
育
理
念
に
よ
っ
て
理
想
的
な
教

育
を
推
進
し
、
二
十
一
世
紀
に
飛
翔
す

る
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
先

決
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
近
年
の
I
T
革
命
や
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
環
境
保
全
と
福

祉
の
増
進
へ
の
寄
与
等
々
私
学
へ
の
多

方
面
の
要
請
に
即
応
す
べ
く
、
教
育
内

容
の
刷
新
を
は
か
り
、「
さ
す
が
追
手

門
の
卒
業
生
」
と
高
く
賞
揚
さ
れ
る
人

物
を
輩
出
す
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
分
に
も
私
に
は「
空
白
の
四
年
間
」

で
す
が
、
こ
の
間
に
幾
多
の
激
変
が
学

院
内
に
も
生
じ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
徒

ら
に
「
今
浦
島
」
の
感
傷
に
耽
る
こ
と

な
く
、
直
ち
に
「
あ
ら
た
な
る
発
展
」

に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
だ
す
所
在
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
卒
業
生
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
何
卒
倍
旧
の
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

学
院
長
就
任
に
あ
た
っ
て

学
院
長

後
藤
　
幸
男

私
、
こ
の
た
び
理
事
会
の
ご
推
輓
を

い
た
だ
き
、
戸
塚
前
理
事
長
の
後
を
受

け
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
伝

統
あ
る
追
手
門
学
院
の
経
営
を
、
こ
の

極
め
て
重
大
な
時
期
に
お
預
か
り
す
る

こ
と
に
な
り
、
重
責
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
我
が
国
の
私
学
経
営
は
、
極
め

て
困
難
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
社

会
構
造
の
劇
的
な
変
化
と
国
際
的
に
も

例
を
見
な
い
急
速
な
少
子
化
の
影
響
が
、

競
争
力
の
弱
い
私
学
を
直
撃
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
国
公
立
の
学
校
が
変
革

に
む
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
国
立

大
の
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
に
は
ま
だ

時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
公

立
中
高
校
に
教
員
免
許
を
持
た
な
い
民

間
人
校
長
を
起
用
す
る
こ
と
や
、
小
中

９
年
間
教
育
構
想
な
ど
急
ピ
ッ
チ
で
改

革
が
進
ん
で
い
ま
す
。

外
部
環
境
が
こ
の
様
に
激
変
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
私
学
、

と
り
わ
け
規
模
が
大
き
く
、
歴
史
の
古

い
私
学
で
こ
う
い
っ
た
変
化
に
対
応
で

き
て
い
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

本
学
院
も
、
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

れ
ま
で
本
学
院
は
、
各
学
校
、
園

を
経
営
主
体
と
す
る
「
ゆ
る
や
か
な
連

合
体
」
と
し
て
学
院
経
営
が
図
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
年
間
数
回
開
か
れ
る
理
事

会
を
タ
テ
に
つ
な
ぐ
だ
け
で
、
学
院
経

営
ら
し
き
も
の
を
形
造
っ
て
き
ま
し
た
。

子
供
の
数
も
経
済
状
態
も
右
肩
上
が
り

の
時
は
そ
れ
で
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

環
境
は
一
変
し
て
い
ま
す
。
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
不
在
は
、
即
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

ら
の
退
場
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
今

こ
そ
、
本
学
院
の
歴
史
と
伝
統
に
ふ
さ

わ
し
い
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
柱
を
、
明

確
に
打
ち
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
、
学
院
を
愛
し
、
そ
の
発
展

を
願
い
な
が
ら
も
、
と
も
す
れ
ば
学
内

の
力
は
、
一
本
に
ま
と
ま
っ
て
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ベ
ク
ト
ル
は
様
々
な
方

に
向
か
い
、
時
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、

ま
た
別
の
新
し
い
摩
擦
も
お
き
て
い
ま

し
た
。
今
度
こ
そ
、
皆
さ
ん
の
力
を
一

本
に
ま
と
め
、「
栄
え
あ
る
学
院
」
の

発
展
を
目
指
し
立
ち
上
が
ら
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
改
革
を
成
し
遂
げ
る
パ

ワ
ー
は
、
間
違
い
な
く
学
内
に
あ
り
ま

す
。
大
切
な
こ
と
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
て
い
る
パ
ワ
ー
を
ま
と
め
上
げ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

本
学
院
は
、
多
く
の
他
私
学
の
よ
う

に
オ
ー
ナ
ー
、
或
い
は
そ
れ
に
代
わ
る

宗
教
法
人
な
ど
の
経
営
主
体
が
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
本
学
院
の
危
機
や
発

展
期
に
は
必
ず
学
院
関
係
者
、
保
護
者
、

校
友
会
が
一
致
団
結
し
、
難
局
を
乗
り

切
り
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。
危
機
を

乗
り
越
え
、
危
機
を
バ
ネ
に
、
さ
ら
に

発
展
し
て
き
た
の
が
本
学
院
で
あ
り
ま

す
。日

本
の
私
学
が
、
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
荒
波
に
も
ま
れ
て
い
ま
す

い
ま
、
今
こ
そ
我
々
は
、
本
学
院
の
先

人
達
に
思
い
を
馳
せ
、
追
手
門
学
院
の

発
展
の
た
め
、
一
致
団
結
し
て
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

理
事
長

大
木
　
令
司

辻野　叔秀 （茨高21期）
牧　　和男 （小76期）
末広　秀次 （茨高20期）
中谷　千春 （大中高38期）
山本　俊夫 （小50期）
冨田　和男 （小54期）
宮澤　昭彦 （小80期）
大向　博 （小77大中高20期）
鳥谷　敦 （小106期）
野間　清延 （大中高20期）
神前　景一 （大中高31期）
井上　素夫 （小49期）
板谷　禎二 （小43期）
佐藤　千晃 （小62期）
竹之下　匠 （小110期）
岡崎　史郎 （小43期）
釜堀　忠雄 （大中2期）
西川　元規 （茨高48期）
大内（川崎）美恵子 （大中高24期）
深見　半蔵 （小45期）
安藤　正勝 （大中3期）
相馬　太郎 （小49期）
太田　忍 （茨高22期）
堂ヶ原古弓 （茨高28期）
大島　知之 （小39期）
万城目智子 （小102期）
万城目　学 （小99期）
万城目　徹 （小72大中高15期）
林　　正行 （大中高36期）
新津　建樹 （小72大中高15期）
槙野幾之輔 （小41期）

荒井（菅野）恵子 （大高9期）
深江　賢 （小61期）
樽崎　正博 （小56期）
伊東（木股）良江 （小81期）
伊東　宏恵 （小110期）
塩谷　章 （小61大中高4期）
池田　利夫 （小81期）
馬場　靖文 （小38期）
深田　尚司 （小94期）
常吉　俊男 （小55期）
足立　尚 （茨中4茨高24期）
真原　立二 （小76期）
今野　美季 （小88期）
山下（戸谷）昭子 （小90大中高33期）
松尾　富文 （小56期）
谷口　浩平 （小51期）
竹村　順二 （小70期）
早嶋　健 （小51期）
古我知俊晃 （大中高6期）
村田　尚之 （大高27期）
藤関　義人 （小90期）
中村　匡宏 （小93期）
吉田　訓康 （小57期）
神谷　智雄 （小84期）
三田　裕 （小49期）
中本　収 （小83期）
甲谷富佐子 （大中2期）
田村　鈴代 （茨中16茨高36期）
乾　　真実 （小77期）
花本　樹芳 （大中高14期）
豊田　豊 （大中高3期）

賛助金氏名一覧
（平成13年12月1日～14年3月まで）

順不同（敬称略）

山桜会では、会員の皆様に賛助金のご協力を平成６
年よりお願いしてまいりました。
本年度におきましても多数の方々のご協力を得て、

順調に推移しております。この賛助金を山桜会の運営
に有効に使わせていただき、より一層活発な山桜会と
してがんばって参りますので宜しくお願いいたします。

（財務委員会）

山桜会ホームページの内容をご案内します。山桜会の活動内容を知っていただくとともに、会員
間の情報交換の場としてのご利用も期待しています。また内容は定期的に更新されています。

アドレス：http://www.yamazakurakai.com

最新情報の一覧を見ることが出来ます。
会長挨拶，会則，組織図，評議員の名簿，沿革，会計報告が閲覧できます。
1）会長挨拶は定期的に更新されています。山桜会の現況と取り組みをよくご理解していただけるものと存じます
のでぜひ定期的にご覧ください。

2）沿革は，母校と山桜会について西暦1888年，明治21年大阪偕行社付属小学校から現在に至る変遷を一覧するこ
とができます。

会員ページからは同窓会案内，同窓会報告，会員分布図，不明者リスト，住所変更の各欄に行くことが出来ます。
1）同窓会案内では，同窓会・クラス会・各種会・ＯＢ,ＯＧ会などの開催をお知らせします。またこの案内に掲載
をご希望のかたはホームページでの同窓会・クラス会・各種会・ＯＢ,ＯＧ会の案内掲載依頼から申し込むこと
が来ます。

2）同窓会報告では写真入りの報告を閲覧できます。
3）会員分布図は日本地図から都道府県別に選択すると市町村別の会員人数がわかります。
4）不明者リストでは，会報の宛先不明者などから卒業期別に不明者をリストしています。みなさまの同期の友人
やクラブ等の先輩後輩で，不明者リストに掲載されている方をご存じの場合は事務局までお知らせください。

5）住所変更では，このページ上からインターネット上で変更可能です。 事務局からご本人に電話で確認したのち
データベースに登録します。

山桜会の過去および未来の年間予定表が掲載されます。また理事会等の議事録を見ることが出来ます。
FAXによる申込書のダウンロードとEmailによる申し込みが出来ます。
賛助金のお願いを平成6年からお願いしてまいりました。よりいっそう活発な山桜会の活動のためご協力をお願いします。
ご賛同をいただいた方のために賛助金の振り込み方法を記載させていただきました。
小学校，大手前学舎，茨木学舎別になつかしい恩師の先生方の近況や報告，写真などを閲覧できます。ほぼ１，２カ
月おきに追加されています。
掲示板を閲覧，投稿するためには認証情報を入力する必要があります。IDとパスワードは会報に掲載されています。
会員間の情報交換の場，意見交換の場，山桜会へのご意見の場，ホームページへのご意見などどしどし活用してくだ
さい。
追手門学院のホームページや，学年別の同窓会のホームページへのリンクがあります。
お問い合わせ窓口一覧として，「住所変更等の連絡」のページ，｢ホームページでの同窓会・クラス会・各種会・ＯＢ,Ｏ
Ｇ会の案内掲載依頼｣のページ，および電話，FAXでの問合せ先が記載されています。
山桜会主催の文化活動の案内や，山桜会会員の活躍状況の情報が掲載されています。
会員ページの会員分布図と同じく日本地図から各市町村別の会員数を知ることが出来ま
す。
山桜会会報をホームページ上で閲覧できます。現在のところ閲覧できるのは第68号だけ
ですが，今後増やしていく予定です。
西暦，和暦と小学校，大手前学舎，茨木学舎の中高の各卒業期との換算表です。
追手門学院の校歌を聴くことが出来ます。

H O M E：
山桜会とは：

会員ページ：

活 動 報 告：
名 簿 販 売：
賛　助　金：

恩 師 の 今：

掲　示　板：

リ　ン　ク：
問い合わせ：

最 新 情 報：
会員分布図：

会　　　報：

期 換 算 票：
校　　　歌：

追手門学院校友会山桜会
ホームページのご案内
追手門学院校友会山桜会
ホームページのご案内


